
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
記録に供するファイルと、前記ファイルの管理用情報とを組にして光ディスクのユーザー
エリアに記録する光ディスクの記録方法であって、
前記ファイルの属性に応じて、前記ユーザーエリアに対する前記ファイル及び前記管理用
情報の記録フォーマットを切り換え、
新たな記録フォーマットによる記録の開始を指示された時点で、以前の記録フォーマット
での管理用情報を光ディスクに記録して、以前の記録フォーマットでの記録ファイルを閉
じて、新たな記録フォーマットによる記録を開始することを特徴とする光ディスク記録方
法。
【請求項２】
前記ファイル及び前記管理用情報の記録フォーマットは、前記ファイルが動画のファイル
の場合、ＤＶＤビデオフォーマットであり、前記光ディスクはＤＶＤ－Ｒ (DVD-Recordabl
e)であり、前記ファイルは前記ＤＶＤビデオフォーマットにおけるＶＴＳ (Video Title S
et)であり、さらに、前記管理情報は前記ＤＶＤビデオフォーマットにおけるＶＭＧＩ (Vi
deo Manager Information)であり、仮ＶＭＧＩによりＤＶＤビデオファイルを管理すると
ともに、中間管理情報（ＴＭＰ＿ＥＸＴＩ）によりＤＶＤビデオファイル以外の拡張ファ
イルを管理することを特徴とする請求項１に記載の光ディスク記録方法。
【請求項３】
前記光ディスクの管理用情報記録領域に、前記ファイルと組にして記録した前記管理用情
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報を記録する管理用情報記録領域の記録ステップを有し、
管理用情報記録領域の記録ステップは、前記光ディスクの管理用情報記録領域のうちの、
第１の管理用情報記録領域に、前記光ディスクに記録された全てのファイルについて、前
記組による前記管理用情報をまとめて記録し、前記管理用情報記録領域のうちの、第２の
管理用情報記録領域に、前記光ディスクに記録された特定の属性の前記ファイルについて
のみ、前記組による前記管理用情報をまとめて記録することを特徴とする請求項１に記載
の光ディスク記録方法。
【請求項４】
上記記録に供するファイルは、上記記録フォーマットにしたがって所定の再生単位に区切
ったファイル（以下、単位ファイルという。）で上記光ディスクに記録され、
上記管理用情報記録領域の記録ステップにより、当該単位ファイルに対応する管理用情報
が上記光ディスクに記録される前に当該単位ファイルの削除を行なう削除ステップをさら
に有することを特徴とする請求項３記載の光ディスク記録方法。
【請求項５】
前記削除ステップは、光ディスクに記録された最後の当該単位ファイルをユーザの指示に
より削除することを特徴とする請求項４記載の光ディスク記録方法。
【請求項６】
前記削除ステップは、光ディスクに記録された最後のＶＴＳが閉じられているかいないか
を判別し、ＶＴＳが閉じられていないときだけ光ディスクに記録された最後の当該単位フ
ァイルをユーザの指示により削除することを特徴とする請求項４記載の光ディスク記録方
法。
【請求項７】
前記第１の管理用情報記録領域がコンピュータによるファイル管理システムに対応する領
域であり、前記第２の管理用情報記録領域がＤＶＤビデオフォーマットのファイル管理シ
ステムに対応する領域であることを特徴とする請求項３に記載の光ディスク記録方法。
【請求項８】
記録に供するファイルの管理用情報を生成する管理用情報生成手段と、
前記ファイルと、前記ファイルに対応する前記管理用情報とを組にして光ディスクのユー
ザーエリアに記録する記録手段と、
少なくとも前記管理用情報生成手段、前記記録手段の動作を制御する制御手段とを備え、
前記制御手段は、前記ファイルの属性に応じて、前記ユーザーエリアに対する前記ファイ
ル及び前記管理用情報の記録フォーマットを切り換え、新たな記録フォーマットによる記
録の開始を指示された時点で、以前の記録フォーマットでの管理用情報を光ディスクに記
録して、以前の記録フォーマットでの記録ファイルを閉じて、新たな記録フォーマットに
よる記録を開始する制御を行うことを特徴とする光ディスク記録装置。
【請求項９】
前記光ディスクはＤＶＤ－Ｒ (DVD-Recordable)であり、
前記制御手段は、前記ファイルが動画のファイルの場合、前記ファイルは前記ＤＶＤビデ
オフォーマットにおけるＶＴＳ (Video Title Set)であり、前記管理情報は前記ＤＶＤビ
デオフォーマットにおけるＶＭＧＩ (Video Manager Information)であり、ＤＶＤビデオ
フォーマットにより記録するように、前記ファイル及び前記管理用情報の記録フォーマッ
トを設定し、仮ＶＭＧＩによりＤＶＤビデオファイルを管理するとともに、中間管理情報
（ＴＭＰ＿ＥＸＴＩ）によりＤＶＤビデオファイル以外の拡張ファイルを管理することを
特徴とする請求項８に記載の光ディスク記録装置。
【請求項１０】
前記制御手段は、前記光ディスクの管理用情報記録領域のうちの、第１の管理用情報記録
領域に、前記光ディスクに記録された全てのファイルについて、前記組による前記管理用
情報をまとめて記録し、前記管理用情報記録領域のうちの、第２の管理用情報記録領域に
、前記光ディスクに記録された特定の属性の前記ファイルについてのみ、前記組による前
記管理用情報をまとめて記録するように、前記管理用情報生成手段、前記記録手段の動作
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を制御することを特徴とする請求項８に記載の光ディスク記録装置。
【請求項１１】
前記第１の管理用情報記録領域がコンピュータによるファイル管理システムに対応する領
域であり、前記第２の管理用情報記録領域がＤＶＤビデオフォーマットのファイル管理シ
ステムに対応する領域であることを特徴とする請求項８に記載の光ディスク記録装置。
【請求項１２】
前記制御手段は、前記ファイルと組にして光ディスクに記録した前記管理用情報を不揮発
性のメモリに記録して保持し、前記管理用情報記録領域に記録する前記管理用情報を、前
記メモリに保持した前記管理用情報より生成することを特徴とする請求項９に記載の光デ
ィスク記録装置。
【請求項１３】
記録に供するファイルと、前記ファイルの管理用情報とを組にして光ディスクのユーザー
エリアに記録する光ディスク記録装置に備えられる制御コンピュータを、前記ファイルの
属性に応じて、前記ユーザーエリアに対する前記ファイル及び前記管理用情報の記録フォ
ーマットを切り換え、新たな記録フォーマットによる記録の開始を指示された時点で、以
前の記録フォーマットでの管理用情報を光ディスクに記録して、以前の記録フォーマット
での記録ファイルを閉じて、新たな記録フォーマットによる記録を開始する制御を行う制
御手段として機能させることを特徴とする制御プログラムが前記制御コンピュータで読取
可能に記録された情報記録媒体。
【請求項１４】
記録に供するファイルと、前記ファイルの管理用情報とを組にして光ディスクのユーザー
エリアに記録する光ディスク記録装置に備えられる制御コンピュータを、ユーザが所定回
数記録した後の新たな記録の開始を指示された時点で、記録フォーマットの管理用情報を
光ディスクに記録して、記録ファイルを閉じて、新たな記録を開始する制御を行う制御手
段として機能させることを特徴とする制御プログラムが前記制御コンピュータで読取可能
に記録された情報記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ＤＶＤ－Ｒ (DVD-Recordable)などの書き込み可能な光ディスクに情報を記録す
る光ディスク記録方法、光ディスク記録装置及び情報記録媒体に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、大容量の光ディスクであるＤＶＤにおいて、情報の書き込み可能な光ディスクは、
１回のみ書き込み可能なＤＶＤ－Ｒ (DVD-Recordable)、追記可能なＤＶＤ－ＲＷ (DVD-Rew
ritable)、ＤＶＤ－ＲＡＭ (DVD-Random Access Memory)が提供されるようになされている
。これらの光ディスクのうち、ＤＶＤ－Ｒ、ＤＶＤ－ＲＷは、ＤＶＤ－ビデオフォーマッ
トに準拠したフォーマットでビデオデータを記録することにより、再生専用の光ディスク
プレーヤでも再生できるようになされている。さらにまた、この規格では、ユニバーサル
ディスクフォーマット (UDF:Universal Disk Format)の規格をサポートすることにより、
コンピュータでディスクのデータを読むことができるようなっている。
【０００３】
図１１は、このＤＶＤビデオフォーマットによる光ディスクの論理フォーマットを示す図
表である。このフォーマットによる光ディスクは、図１１（Ａ）に示すように、情報記録
面が、先頭側である最内側よりリードイン (Lead in)、データゾーン (Data Zone)、リード
アウト (Lead out)に区切られ、データゾーンに所望のビデオデータ等が記録される。
【０００４】
ここでデータゾーンは、リードイン側より、ＵＤＦブリッジ構成が記述されたファイルシ
ステムエリアであるＵＤＦ (Universal Disk Format)領域Ａ１、ＤＶＤ管理情報エリアで
あるＶＭＧ (Video Manager)領域Ａ２、リアルタイムデータ記録エリアＡ３に区分される
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。ＵＤＦ領域及びＶＭＧ領域は、この光ディスクに記録されたビデオデータによるファイ
ルを管理する管理用情報記録領域である。これらのＵＤＦ領域及びＶＭＧ領域のうち、第
２の管理用情報記録領域であるＶＭＧ領域は、ＤＶＤビデオフォーマットに固有のファイ
ル管理システムに対応する領域であり、リアルタイムデータ記録エリアＡ３に記録された
ビデオデータ全体を管理する管理用情報であるＴＯＣの情報が記録される。これに対して
第１の管理用情報記録領域であるＵＤＦ領域Ａ１は、コンピュータによるファイル管理シ
ステムに対応する領域であり、コンピュータにおけるファイルシステムとの互換を図るフ
ォーマットによりリアルタイムデータ記録エリアＡ３に記録されたビデオデータ全体を管
理する管理用情報が記録される。
【０００５】
リアルタイムデータ記録エリアＡ３は、実データを記録するユーザーエリアであり、図１
１（Ｂ）に示すように、ＶＴＳ (Video Title Set)（以下、適宜、タイトルと呼ぶ）を単
位にして、ビデオデータが記録される。なお、ＶＴＳは、最大で９９個まで設けることが
できるようになされている。このＶＴＳは、図１１（Ｃ）に示すように、先頭側より、Ｖ
ＴＳＩ (Video Title Set information)、ＶＴＳＭ　ＶＯＢＳ (Video Object Set for the
 VTSM)、ＶＴＳＴＴ　ＶＯＢＳ (Video Object Set For Titles in a VTS)、ＶＴＳＩ　Ｂ
ＵＰ (Backup of VTSI)により構成される。ＶＴＳＴＴ　ＶＯＢＳには、実データであるＭ
ＰＥＧ（ Moving Picture Experts Group）２のフォーマットによるビデオデータが記録さ
れ、ＶＴＳＩには、この実データによるビデオデータを管理する管理用情報である記録位
置情報等が、ＶＴＳＴＴ　ＶＯＢＳには、ビデオデータのタイトルメニューが記録される
。なおＶＴＳＴＴ　ＶＯＢＳは、オプションである。ＶＴＳＩ　ＢＵＰは、ＶＴＳＩのバ
ックアップデータである。
【０００６】
これらによりこの種の光ディスクにおいては、コンピュータによりアクセスする場合、Ｕ
ＤＦにより所望するファイルを検索して再生することができるようになされ、ＤＶＤプレ
イヤーにより再生する場合には、ＶＭＧにより所望するファイルを検索して再生すること
ができるようになされている。
【０００７】
このような光ディスクにビデオデータを書き込む方式としては、 IncrementalRecording方
式（以下、ＩＮＣ方式と呼ぶ）、 Restricted Over Write方式（以下、ＲＯＷ方式と呼ぶ
）が使用されるようになされている。ここでＩＮＣ方式は、シーケンシャルにビデオデー
タを記録する方式であり、ＲＯＷ方式は、上書き可能な光ディスクに適用される方式であ
る。但し、ＲＯＷ方式においても、未記録領域にデータを記録する場合には、シーケンシ
ャルにビデオデータを記録する。これらＩＮＣ方式及びＲＯＷ方式においては、リードイ
ンの内周側に設けられたＲＭＡ (Recording Management Area)により、予約等の光ディス
クヘの処理が管理されるようになされている。
【０００８】
ＩＮＣ方式による記録手順を図１２に示す。ＩＮＣ方式においては、一度に書き込むエリ
アは最大３つまでと定義されており、このエリアをそれぞれＲ zoneと呼び、各Ｒ zoneをＲ
ＭＡで管理する。
【０００９】
すなわち、動画を記録する場合、ＩＮＣ方式においては、図１２（Ａ）に示すように、始
めにＲ zoneを予約する。ここでＲ zoneの予約は、管理用情報の記録領域であるＵＤＦ領域
、ＶＭＧ領域を形成するＲ zone１の領域を定義し、続いてリアルタイムデータ記録エリア
を形成する未記録領域に、先頭のＶＴＳのＶＴＳＩ、ＶＴＳＭ　ＶＯＢＳを形成するＲ zo
ne２の領域を定義し、残る未記録領域を Invisible Ｒ zoneの領域と定義して実行される。
ＩＮＣ方式は、このＲ zone１、Ｒ zone２の予約により、管理用情報の記録領域を確保し、
また先頭のＶＴＳのＶＴＳＩ、ＶＴＳＭ　ＶＯＢＳを形成する領域を確保するようになさ
れている。
【００１０】
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ＩＮＣ方式においては、 Invisible Ｒ zoneの先頭側より順次ビデオデータを記録すること
により、実データによるＶＴＳＴＴ　ＶＯＢＳを形成する。さらにユーザーの指示により
、１つのタイトルについて実データの記録が完了すると、図１２（Ｂ）に示すように、こ
の実データの記録に続いてＶＴＳＩ　ＢＵＰを記録し、また、図１２（Ｃ）に示すように
、先頭側に戻ってＲ zone２にＶＴＳＩ、ＶＴＳＭ　ＶＯＢＳを形成し、Ｒ zone２を閉じる
。これによりＩＮＣ方式においては、１つのＶＴＳを光ディスクに記録する。
【００１１】
また続けて次のタイトルを記録する場合、ＩＮＣ方式においては、図１２（Ｄ）に示すよ
うに、残りの未記録領域にＲ zone３を予約してＶＴＳＩ、ＶＴＳＭ　ＶＯＢＳの領域を確
保し、 Invisible Ｒ zoneを定義する。さらに続いて、図１２（Ｅ）に示すように、実デー
タの記録によりＶＴＳＴＴ　ＶＯＢＳを形成した後、ＶＴＳＩ　ＢＵＰを形成し、図１２
（Ｆ）に示すように、先に確保した領域にＶＴＳＩ、ＶＴＳＭ　ＶＯＢＳを形成する。こ
れにより光ディスクでは、図１２（Ｇ）に示すように、続くＶＴＳが記録される。ＩＮＣ
方式においては、引き続きタイトルを記録する場合、同様に未記録領域を定義して順次Ｖ
ＴＳを記録する。
【００１２】
これに対してこのようにＶＴＳを順次記録して、リアルタイムデータ記録エリアが形成さ
れてなる光ディスクについて、ＩＮＣ方式においては、図１２（Ｈ）に示すように、ファ
イナライズの処理によりＵＤＦ領域、ＶＭＧ領域を形成し、さらにリードイン、リードア
ウトを形成し、これにより再生専用の光ディスクとの互換性が図られる。なおこのＵＤＦ
領域、ＶＭＧ領域の形成においては、各タイトルのＶＴＳＩ、ＶＴＳＭ　ＶＯＢＳのデー
タより、ＵＤＦ、ＶＭＧのデータを生成し、このデータをＲ zone１に記録してＲ zone１を
閉じることにより実行される。
【００１３】
次に、ＲＯＷ方式による記録手順を図１３に示す。ＲＯＷ方式においては、図１３（Ａ）
に示すように、リードイン、ＵＤＦ、ＶＭＧ、先頭タイトルのＶＴＳＩ、ＶＴＳＭ　ＶＯ
ＢＳの記録領域をパディングにより事前に確保する。ここでパディングは、ＮＵＬＬ等の
ダミーデータを記録して領域を確保する処理である。
【００１４】
このようにしてこれらの領域を確保すると、ＲＯＷ方式においては、図１３（Ｂ）に示す
ように、順次ビデオデータを記録することにより、実データによるＶＴＳＴＴ　ＶＯＢＳ
を形成し、１つのタイトルについて実データの記録が完了すると、図１３（Ｂ）に示すよ
うに、続いてＶＴＳＩ　ＢＵＰを記録し、さらに続くタイトルのＶＴＳＩ、ＶＴＳＭ　Ｖ
ＯＢＳの記録領域の確保のために、パディングの処理を実行する。また続いて先頭側に戻
って、図１３（Ｃ）に示すように、この実データの記録に対応するＶＴＳＩ、ＶＴＳＭ　
ＶＯＢＳを形成する。これによりＲＯＷ方式においては、１つのＶＴＳを光ディスクに記
録する。
【００１５】
また続けて次のタイトルを記録する場合、ＲＯＷ方式においては、図１３（Ｄ）に示すよ
うに、）直前のＶＴＳにより形成したパディングの領域に続いて、実データの記録により
ＶＴＳＴＴ　ＶＯＢＳ、ＶＴＳＩＢＵＰを形成し、続くタイトルのＶＴＳＩ、ＶＴＳＭ　
ＶＯＢＳの記録領域の確保のために、パディングの処理を実行する。また続いて、図１３
（Ｅ）に示すように、ＶＴＳＩ、ＶＴＳＭＶＯＢＳを形成し、これにより、図１３（Ｆ）
に示すように、続くＶＴＳを光ディスクに記録する。ＲＯＷ方式においては、引き続きタ
イトルを記録する場合、同様にパディング等の処理を実行して順次ＶＴＳを記録する。
【００１６】
これに対してこのようにＶＴＳを順次記録して、リアルタイムデータ記録が形成されてな
る光ディスクについて、ＲＯＷ方式においては、図１３（Ｈ）に示すように、ＩＮＣ方式
と同様のファイナライズの処理によりＵＤＦ領域、ＶＭＧ領域を形成し、さらにリードイ
ン、リードアウトを形成し、これにより再生専用の光ディスクとの互換性が図られるよう
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になされている（特許文献１参照）。
【００１７】
【特許文献１】
特開２００１－３５１３１４号公報
【特許文献２】
特開平１４－０６３７６５号公報
【００１８】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、一般的にＤＶＤ－ＲやＤＶＤ－ＲＷメディアにＤＶＤ－ビデオフォーマット記
録する場合、中間状態を管理するファイルシステムが必要となる。ＤＶＤ－ビデオ規格の
みの記録ならば、ＶＴＳを管理する情報が中間状態のファイルシステムにも保持されるの
で、ＶＴＳを削除した場合、メディア上のどのＬＳＮ (Logical Sector Number)が空いた
か管理される。この情報を利用して、当該位置に新たに記録することが可能となる。
【００１９】
例えば、実時間に沿って情報をＤＶＤ－Ｒに記録する場合に、実時間に無関係に情報が記
録された再生専用ＤＶＤ用のプレーヤによっても再生することが可能なように情報を記録
する技術が開示されている（特許文献２参照）。この開示技術では、再生されるべきＶＯ
ＢＳ及び当該ＶＴＳＩを含むＶＴＳと、一又は複数のＶＴＳの再生を制御するためのＶＭ
ＧＩとを少なくとも含んで構成されているＤＶＤビデオ規格に準拠しつつＤＶＤ－Ｒに情
報を記録する場合に、ＶＴＳをＤＶＤ－Ｒに記録し、ＶＴＳの記録後、当該記録されたＶ
ＴＳに対応するとともにＶＭＧＩを後ほど形成してＤＶＤ－Ｒに記録するための仮の制御
情報である仮ＶＭＧＩを生成し、生成された仮ＶＭＧＩを、ＶＴＳがＤＶＤ－Ｒに記録さ
れる毎に当該ＤＶＤ－Ｒに記録する。このように、単位記録情報が記録されたとき、仮制
御情報を生成して一時的に追記型記録媒体に記録することにより、当該追記型記録媒体に
おいて複数の単位記録情報が記録された場合であっても、最新の内容を有する仮制御情報
を用いて後ほど本来の管理制御情報を正確に記録することで、実時間に沿った情報記録を
前提としない再生専用記録媒体用の記録フォーマットに準拠して追記型記録媒体に対する
実時間に沿った情報記録を実行することができる。
【００２０】
しかし、ＤＶＤ－Ｒメディアに拡張ファイルも記録したいという要求がある。例えば、こ
のような光ディスクは、磁気テープに代えて、携帯型のカメラ一体型ビデオレコーダに適
用することが考えられる。この場合、従来の携帯型のカメラ一体型ビデオレコーダにおい
ては、動画だけでなく、静止画についても記録することができるものがあることにより、
この種の光ディスクにおいても、動画以外の静止画等について、記録できることが望まれ
る。
【００２１】
このような拡張ファイルを中間ファイルシステムに保持した場合も何らかの空間使用状態
を知るための管理情報が必要であるが、空き空間情報を得るにはＤＶＤ－ビデオの管理情
報、複数種類の拡張ファイル管理情報を参照しなければならなく、実装が複雑になるとい
う問題がある。
【００２２】
また、拡張ファイルに対応しない実装は、次にどのＬＳＮから記録を開始してよいかわか
らなくなるという問題がある。
【００２３】
ＤＶＤディスクを記録媒体にし、ＤＶＤビデオフォーマットで記録する場合、記録内容が
順次にディスク上に記録されてしまうため、記録の種類が異なるときには領域としていっ
たん区切る必要がある。例えば、ファイルシステムの元になる情報を書き込み、ＶＴＳ領
域を終了させる必要があるが、このＶＴＳ領域をまたがった再生においては、再生の管理
領域がディスク全体の管理領域へ戻って次の再生領域を判断しなければならず、プレーヤ
によっては連続の再生においてシームレスに再生することができないことがある。したが
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って、このＶＴＳの領域をできるだけ連続させつつ、拡張領域を作らなければならない。
【００２４】
そこで、本発明の目的は、上述の如き従来の問題点に鑑み、動画以外の静止画等のファイ
ルについても記録することができ、ＶＴＳの領域をできるだけ連続させつつ、拡張領域を
作ることができるようにしたディスク記録方法、ディスク記録装置及び光ディスクを提供
することにある。
【００２５】
【課題を解決するための手段】
ＤＶＤビデオフォーマットにおいて前記ＶＴＳを連続して記録することにより、シームレ
ス再生が可能になる。ただし、同一のメディアに記録時刻順に情報が記録されるため、前
出のＶＴＳ領域が分かれてしまうことは避けられない。そこで、拡張領域に入る条件を厳
しくし、真に記録しなければならなくなったときにのみＶＴＳを分ける処理を行う。例え
ば静止画を記録できる機器の場合、システムの都合から、静止画のモードと動画のモード
と分けられている場合が多いが、動画記録を行った場合、モードとしてスイッチを静止画
を撮影するモードに切り替えたとしても、静止画を実際に撮影する動作（例えばシャッタ
ーボタンを押下）をしなければ、ディスク上には動画の記録の終了のしるしをつけない。
また、静止画も同様で次に動画の記録（スタートボタンの押下）があるまでは、たとえモ
ードを切り替えるスイッチが動画の方にあっても、ディスクの状態は静止画状態のままに
する。
【００２６】
すなわち、ＤＶＤディスク上にＤＶＤビデオフォーマットで記録する場合には図１に示す
ような書き方が考えられる。
【００２７】
図１において、領域［１］は最後にファイルシステム等を書くためにリザーブされている
領域であり、領域［２］はＶＴＳの管理領域のためにリザーブされている領域、領域［３
］がビデオデータを直接書き込む領域である。ＶＴＳの領域は領域［２］と領域［３］の
書き込みの繰り返しにより構成される。通常の記録中では、領域［１］，領域［２］が確
保されて未記録の状態から、領域［３］にだけ記録された状態が作り出されている。ＶＴ
Ｓとして完結する場合には、領域［２］にそのための情報を記録する。その上で、そのＶ
ＴＳまでのディスクの情報を記録してある。すなわち、ＶＴＳの完結した状態でないとそ
れまでの情報が読めなくなり、動画以外の情報が書き込めなくなる。静止画はＶＴＳの形
ではない形で書き込もうとしているため、ＶＴＳを終了させなければならず、上記領域［
２］，領域［２］の部分が完結した形になってしまう。この場合、それぞれの再生情報が
分断されてしまうためＶＴＳをまたがるビデオの再生がシームレスに行われないことがあ
るので、３の領域をできるだけ長くする必要がある。そこで、ここの記録に関してはモー
ドの切替えスイッチ、例えば「動画」「静止画」となっている状態でＶＴＳを完結させる
のではなく、そのモードにおいて、記録を促すスイッチ、例えば動画ならばスタートキー
、静止画ならシャッターキーが押されて初めて以前のモードから変化したものとして、上
記ＶＴＳを完結する操作を行う。なお、上記処理中の撮影されたデータは一定時間バッフ
ァリングできるようにシステム上にはメモリを持っており、そこでの処理を行っている間
に完結する処理を行う。
【００２８】
本発明は、記録に供するファイルと、前記ファイルの管理用情報とを組にして光ディスク
のユーザーエリアに記録する光ディスクの記録方法であって、前記ファイルの属性に応じ
て、前記ユーザーエリアに対する前記ファイル及び前記管理用情報の記録フォーマットを
切り換え、新たな記録フォーマットによる記録の開始を指示された時点で、以前の記録フ
ォーマットでの管理用情報を光ディスクに記録して、以前の記録フォーマットでの記録フ
ァイルを閉じて、新たな記録フォーマットによる記録を開始することを特徴とする。
【００２９】
また、本発明に係る光ディスク記録装置は、記録に供するファイルの管理用情報を生成す
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る管理用情報生成手段と、前記ファイルと、前記ファイルに対応する前記管理用情報とを
組にして光ディスクのユーザーエリアに記録する記録手段と、少なくとも前記管理用情報
生成手段、前記記録手段の動作を制御する制御手段とを備え、前記制御手段は、前記ファ
イルの属性に応じて、前記ユーザーエリアに対する前記ファイル及び前記管理用情報の記
録フォーマットを切り換え、新たな記録フォーマットによる記録の開始を指示された時点
で、以前の記録フォーマットでの管理用情報を光ディスクに記録して、以前の記録フォー
マットでの記録ファイルを閉じて、新たな記録フォーマットによる記録を開始する制御を
行うことを特徴とする。
【００３０】
さらに、本発明に係る情報記録媒体は、記録に供するファイルと、前記ファイルの管理用
情報とを組にして光ディスクのユーザーエリアに記録する光ディスク記録装置に備えられ
る制御コンピュータを、前記ファイルの属性に応じて、前記ユーザーエリアに対する前記
ファイル及び前記管理用情報の記録フォーマットを切り換え、新たな記録フォーマットに
よる記録の開始を指示された時点で、以前の記録フォーマットでの管理用情報を光ディス
クに記録して、以前の記録フォーマットでの記録ファイルを閉じて、新たな記録フォーマ
ットによる記録を開始する制御を行う制御手段として機能させることを特徴とする制御プ
ログラムが前記制御コンピュータで読取可能に記録されてなる。
【００３１】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態について図面を参照しながら詳細に説明する。
【００３２】
本発明は、例えば図２に示すような構成の光ディスク記録／再生装置１００に適用される
。
【００３３】
図２に示した光ディスク記録／再生装置１００は、ＤＶＤ－Ｒ (DVD-Recordable)の光ディ
スク２に撮像結果を記録するようにしたものである。
【００３４】
この光ディスク記録／装置１００は、携帯型のカメラ一体型ビデオレコーダであり、ＤＶ
Ｄ－Ｒ (DVD-Recordable)の光ディスク２に撮像結果をＩＮＣ方式で記録するようにしたも
のである。
【００３５】
この光ディスク記録／再生装置１００は、映像入力部３、オーディオ入力部５、圧縮／伸
長処理部６、ヘッダー情報処理部７、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）９，１５、シス
テムコントローラ１０、操作部１１、モニタ部１２、ビデオ／オーディオエンコーダ１３
、ＤＶＤ信号処理部１４、アナログフロントエンド部１６、モータ駆動制御部１８、光学
ヘッド１９、スピンドルモータ２０やスレッドモータ２１等を備える。上記圧縮／伸長処
理部６は、ビデオ処理部６１、オーディオ処理部６２、多重化処理部６３からなる。
【００３６】
この光ディスク記録／再生装置１００において、映像入力部３は、図示しない撮像手段よ
り得られる撮像結果である映像信号、又は、外部機器から入力される映像信号をディジタ
ル信号に変換することによりビデオデータを生成して、圧縮／伸長処理部６、モニタ部１
２及びビデオ／オーディオエンコーダ１３に供給する。なお、内蔵の撮像手段は、システ
ムコントローラ１０による制御により、動画による撮像結果、又は、静止画による撮像結
果を出力するようになされ、これにより、この映像入力部３は、システムコントローラ１
０による撮像手段の制御に応じて、動画又は静止画によるビデオデータを選択的に入力す
るようになされている。
【００３７】
オーディオ入力部５は、マイクロフォンで取得される音声信号、又は、外部入力による音
声信号をディジタル信号に変換することによりオーディオデータを生成して、圧縮／伸長
処理部６、モニタ部１２及びビデオ／オーディオエンコーダ１３に供給する。
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【００３８】
圧縮／伸長処理部６は、システムコントローラ１０の制御により動作が切り換えられ、記
録時には、ランダムアクセスメモリ９を用いて、ビデオデータ及びオーディオデータをデ
ータ圧縮して多重化処理し、ヘッダー情報処理部７に出力する。また、再生時、ランダム
アクセスメモリ９を用いて、ヘッダー情報処理部７より得られるデータをビデオデータ及
びオーディオデータに分離した後、それぞれデータ伸長してモニタ部１２及びビデオ／オ
ーディオエンコーダ１３に出力する。
【００３９】
すなわち圧縮／伸長処理部６において、ビデオ処理部６１は、システムコントローラ１０
の制御により、記録時に、映像入力部３から出力されるビデオデータをデータ圧縮して出
力する。このときビデオデータが動画の場合、ＭＰＥＧ２のフォーマットによりデータ圧
縮するのに対し、ビデオデータが静止画の場合、ＪＰＥＧ (Joint Photographic Coding E
xperts Group)のフォーマットによりデータ圧縮する。またビデオ処理部６１は、再生時
に、多重化処理部６３から出力されるビデオデータをそのデータ圧縮フォーマットに対応
してデータ伸長して出力する。また、オーディオ処理部６２は、記録時に、オーディオ入
力部５から入力されるオーディオデータをＭＰＥＧ、ドルビーオーディオ、又はリニアＰ
ＣＭ（ Pulse Code Modulation）等のフォーマットによりデータ圧縮して出力する。また
、再生時には、多重化処理部６３から得られるオーディオデータをデータ伸長して出力す
る。さらに、多重化処理部６３は、記録時に、ビデオ処理部６１から出力されるビデオデ
ータ、オーディオ処理部６２から出力されるオーディオデータを時分割多重化してヘッダ
ー情報処理部７に出力する。また、再生時には、ヘッダー情報処理部７から出力される時
分割多重化データよりビデオデータ及びオーディオデータを分離し、それぞれビデオ処理
部６１、オーディオ処理部６２に出力する。
【００４０】
モニタ部１２は、映像入力部３から入力されるビデオデータ、オーディオ入力部５から入
力されるオーディオデータ、又は圧縮／伸長処理部６から出力されるビデオデータ、オー
ディオデータをモニタする表示機構、音声処理機構により構成され、これによりこの光デ
ィスク記録／再生装置１００では、撮像結果と再生結果をモニタできるようになされてい
る。
【００４１】
ビデオ／オーディオエンコーダ１３は、オーディオ入力部５から入力されるビデオデータ
及びオーディオデータ、又は圧縮／伸長処理部６から出力されるビデオデータ及びオーデ
ィオデータを所定フォーマットによりデータ圧縮して外部機器に出力する。これによりこ
の光ディスク記録／再生装置１００では、撮像結果と再生結果を外部機器でモニタできる
ようになされている。
【００４２】
ヘッダー情報処理部７は、記録時に、圧縮／伸長処理部６から出力される時分割多重化デ
ータを受け、システムコントローラ１０の制御により、ＤＶＤに固有のヘッダー情報や拡
張ファイルのヘッダー情報等を付加して出力する。また、システムコントローラ１０から
の情報により、ＵＤＦ、ＶＭＧ、ＶＴＳＩ等のデータを生成してＤＶＤ信号処理部１４に
出力する。また再生時等には、ＤＶＤ信号処理部１４の出力データから、記録時に付加し
たヘッダー情報を分離して圧縮／伸長処理部６に出力する。また、この分離したヘッダー
情報をシステムコントローラ１０に通知する。なお、拡張ファイルとは、この光ディスク
２について規格化されたフォーマットであるＤＶＤビデオフォーマットで定義されていな
いファイルであり、この実施の形態ではこの拡張ファイルに静止画のファイルが適用され
るようになされている。
【００４３】
ＤＶＤ信号処理部１４は、記録時に、ランダムアクセスメモリ１５を用いて、ヘッダー情
報処理部７の出力データよりエラー訂正符号を生成し、このエラー訂正符号をこの出力デ
ータに付加する。また、スクランブル処理、８／１５変調等の処理を実行し、その処理結
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果によるデータ列をシリアルデータ列によりアナログフロントエンド部１６に出力する。
さらに、再生時には、ＤＶＤ信号処理部１４は、記録時とは逆に、アナログフロントエン
ド部１６の出力データを復号処理、デスクランブル処理、エラー訂正処理し、処理結果を
ヘッダー情報処理部７に出力する。またＤＶＤ信号処理部１４は、システムコントローラ
１０から出力されるスピンドル制御用、トラッキング制御用、フォーカス制御用、スレッ
ド制御用の各種駆動情報をディジタルアナログ変換処理してこれらの駆動信号を生成し、
これら駆動信号をモータ駆動制御部１８に出力する。
【００４４】
アナログフロントエンド部１６は、光学ヘッド１９から光ディスク２に照射するレーザー
ビームについて、光量制御信号を生成して出力する。アナログフロントエンド部１６は、
再生時、この光量制御信号により光学ヘッド１９から光ディスク２に照射するレーザービ
ームの光量を再生用の一定光量に保持するのに対し、記録時、ＤＶＤ信号処理部１４から
の出力データに応じてこの光量制御信号の信号レベルを変化させ、これによりこのＤＶＤ
信号処理部１４からの出力データに応じてレーザービームの光量を再生時の光量から記録
の光量に間欠的に立ち上げる。
【００４５】
また、アナログフロントエンド部１６は、光学ヘッド１９から得られる戻り光の受光結果
を増幅して演算処理することにより、光ディスク２に形成されたピット列に対応して信号
レベルが変化する再生信号を生成し、この再生信号の信号処理によりこの再生信号の２値
識別結果である再生データをＤＶＤ信号処理部１４に出力する。また、この演算処理によ
り、トラッキングエラー量、フォーカスエラー量に応じて信号レベルが変化するトラッキ
ングエラー信号、フォーカスエラー信号等を生成し、これらの信号をディジタル信号によ
りシステムコントローラ１０に出力する。
【００４６】
モータ駆動制御部１８は、ＤＶＤ信号処理部１４から出力される各種駆動信号により、そ
れぞれ対応する機構を駆動する。すなわち、モータ駆動制御部１８は、これらの駆動信号
のうち、スピンドル制御用の駆動信号、スレッド制御用の駆動信号によりスピンドルモー
タ２０、スレッドモータ２１を回転駆動する。またトラッキング制御用の駆動信号、フォ
ーカス制御用の駆動信号により光学ヘッド１９に搭載のアクチュエータを駆動する。
【００４７】
スピンドルモータ２０は、光ディスク２をチャッキングして所定の回転速度により回転駆
動する。スレッドモータ２１は、光学ヘッド１９を光ディスク２の半径方向に可動させる
。
【００４８】
光学ヘッド１９は、アナログフロントエンド部１６から出力される光量制御信号により内
蔵の半導体レーザーからレーザービームを出射し、対物レンズを介してこのレーザービー
ムを光ディスク２の情報記録面に集光する。またこのレーザービームの照射により光ディ
スク２から得られる戻り光をこの対物レンズを介して所定の受光素子に導き、この受光素
子の受光結果をアナログフロントエンド部１６に出力する。光学ヘッド１９は、この対物
レンズがトラッキング制御用の駆動信号、フォーカス制御用の駆動信号により駆動される
アクチュエータにより可動するようになされ、これによりトラッキング制御、フォーカス
制御できるようになされている。またレーザービームの光量が光量制御信号により間欠的
に立ち上げられ、これにより光ディスク２の情報記録面を局所的に温度上昇させて所望の
データを記録するようになされている。
【００４９】
システムコントローラ１０は、この光ディスク記録／再生装置１００全体の動作を制御す
るコンピュータからなり、この光ディスク記録／再生装置１００に事前にインストールさ
れた処理プログラムを実行することにより、操作部１１を介して得られるユーザーの操作
入力により、さらには、アナログフロントエンド部１６で検出される各種信号等により、
各部の動作を制御する。すなわち、システムコントローラ１０は、アナログフロントエン
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ド部１６で検出されるトラッキングエラー信号、フォーカスエラー信号により、トラッキ
ング制御用、フォーカス制御用の駆動情報を生成し、ＤＶＤ信号処理部１４でアナログ信
号に変換してモータ駆動制御部１８に出力し、これによりトラッキング制御、フォーカス
制御の処理を実行する。また、ヘッダー情報処理部７で検出されるヘッダー情報等により
レーザービーム照射位置を検出し、この検出結果よりスレッド制御用の駆動情報を生成し
てＤＶＤ信号処理部１４に出力し、これによりシーク等の処理を実行する。また同様にし
てスピンドル制御の処理を実行する。
【００５０】
また、これらの光ディスク２に関する処理を前提として、電源の立ち上げにより図３に示
す処理手順を実行する。すなわちシステムコントローラ１０は、電源が立ち上げられると
、ステップＳＰ１からステップＳＰ２に移り、図示しない光ディスク２の検出機構による
検出結果より光ディスク２の有無を判断する。ここで否定結果が得られると、システムコ
ントローラ１０は、ステップＳＰ２を繰り返す。これに対して光ディスク２が装填された
状態で電源が立ち上げられた場合、さらには電源を立ち上げた後、光ディスク２が装填さ
れると、ステップＳＰ２で肯定結果が得られることにより、ステップＳＰ２からステップ
ＳＰ３に移る。なお、システムコントローラ１０は、このステップＳＰ２の繰り返しにお
いて、電源が立ち下げられると、ステップＳＰ４に直接移ってこの処理手順を終了する。
【００５１】
ステップＳＰ３において、システムコントローラ１０は、スレッドモータ２１を駆動して
光学ヘッド１９を光ディスク２の最内周に移動させ、この最内周側の再生結果をＤＶＤ信
号処理部１４から取得することにより、ファイナライズ処理されている光ディスク２につ
いては、ＶＭＧのデータを取得する。これに対して光ディスク２が未だファイナライズ処
理されていない場合には、ＲＭＡの情報を取得する。またこのＲＭＡの情報により、光デ
ィスク２のリアルタイムデータ記録エリアに既にデータが記録されていると判断される場
合には、光ディスク２をサーチして各ＶＴＳのＶＴＳＩ、仮ＶＭＧＩ、ＶＴＳＭ　ＶＯＢ
Ｓのデータを取得する。これによりシステムコントローラ１０は、通常のＤＶＤを記録再
生する光ディスク装置と同様に、光ディスク２の記録再生に必要な光ディスク２の管理用
情報を取得するようになされている。
【００５２】
ここで、仮ＶＭＧＩは、１つのタイトルの記録が終了した時点でＶＴＳＩとともに記録さ
れる仮のＶＭＧＩであり、ディスクに記録されたＶＴＳの数やディスクネームの情報、及
び９９タイトル分のＶＴＳの物理配置やタイトルネームの情報等を含んでいる。この仮Ｖ
ＭＧＩには、仮ＶＭＧＩの記録時点で、これまでに記録した全てのタイトル（ＶＴＳ）に
対する最新の情報が含まれている。複数のタイトルをＤＶＤ－Ｒに記録した場合、複数の
仮ＶＭＧＩは複数箇所に記録されることになるが、一番外周側にある仮ＶＭＧＩが最新の
仮ＶＭＧＩとなっている。なお、仮ＶＭＧＩは、ＤＶＤビデオ規格の範囲外のデータであ
る。
【００５３】
この処理において、システムコントローラ１０は、ＶＭＧのデータに加えて、ＵＤＦのデ
ータも併せて取得する。また、リアルタイムデータ記録エリアの再生において、後述する
中間管理情報が記録されている場合には、この中間管理情報も併せて取得する。これによ
りシステムコントローラ１０は、ＤＶＤ－ビデオフォーマットで定義されていない拡張フ
ァイルに関しても光ディスク２より再生可能に、この拡張ファイルの管理用情報について
も併せて取得するようになされている。システムコントローラ１０は、このようにして取
得した一連の管理用情報を内蔵のメモリに記録して保持する。管理用情報は、電源がオフ
されてもメモリにより保持される。
【００５４】
続いてシステムコントローラ１０は、ステップＳＰ５に移り、光ディスク２の排出が指示
されたか否か判断し、ここで肯定結果が得られると、光ディスク２の排出を図示しないロ
ーディング機構に指示した後、ステップＳＰ２に戻る。
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【００５５】
これに対してユーザーより光ディスク２の排出以外の指示が得られると、ステップＳＰ５
からステップＳＰ６に移り、このユーザーによる操作が記録を指示する操作か（ＲＥＣに
より示す）、再生を指示する操作か（ＰＢにより示す）、電源の立ち下げを指示する操作
（Ｐｏｗｅｒ　ＯＦＦにより示す）か判断する。ここで、ユーザーによる操作が再生を指
示する操作の場合、システムコントローラ１０は、ステップＳＰ６からステップＳＰ７に
移り、光ディスク２に記録されたファイルを再生する再生処理手順を実行してステップＳ
Ｐ５に戻る。
【００５６】
これに対してユーザーによる操作が記録を指示する操作の場合、システムコントローラ１
０は、ステップＳＰ６からステップＳＰ８に移り、光ディスク２に動画又は静止画を記録
する記録処理手順を実行してステップＳＰ５に戻る。なお、システムコントローラ１０は
、光ディスク２がいわゆるファイナライズ処理されてＵＤＦ、ＶＭＧが形成されている場
合、光ディスク２がデータを記録できないように処理されていることにより、記録処理手
順を省略してステップＳＰ５に戻る。
【００５７】
これに対してユーザーによる操作が電源を立ち下げる操作の場合、システムコントローラ
１０は、ステップＳＰ６からステップＳＰ９に移り、電源立ち下げの処理を実行し、ステ
ップＳＰ４に移ってこの処理手順を終了する。
【００５８】
システムコントローラ１０は、このようにして実行される処理手順のうちの記録処理手順
において、光ディスク２がＤＶＤ－Ｒの場合、ＩＮＣ方式により動画と静止画のファイル
を記録する。
【００５９】
図４は、光ディスク２が何らファイルを記録していないいわゆるバージンディスクの場合
を例にとって、このＩＮＣ方式により動画ファイル、静止画ファイルの記録処理の説明に
供する図表である。システムコントローラ１０は、図４（Ａ）に示すように、光ディスク
２より取得してメモリに保持したＲＭＡの情報を更新することにより、Ｒ zone１を予約す
る。
【００６０】
また、動画を記録する場合には、図４（Ａ）に示すように、ＲＭＡの情報を更新すること
によりＲ zone２、 Invisible Ｒ zoneを予約し、実データであるビデオデータを順次 Invisi
ble Ｒ zoneに記録してＶＴＳＴＴ　ＶＯＢＳを生成する。またユーザーにより録画の動作
モードが動画モードから静止画モードに切り換えられて静止画モードでの録画開始が指示
されると、図４（Ｂ）に示すように、ＶＴＳＩ　ＢＵＰを生成し、さらに、図４（Ｃ）に
示すように、ＶＴＳＩ、仮ＶＭＧＩ、ＶＴＳＭ　ＶＯＢＳを生成して１つのＶＴＳを生成
する。また、このようにして生成したＶＴＳに対応するように、管理用情報をメモリに保
持し、またメモリに保持したＲＭＡの情報を更新する。
【００６１】
続いて動画を記録する場合、システムコントローラ１０は、同様にメモリに保持したＲＭ
Ａの情報を更新して、Ｒ zone２、 Invisible Ｒ zoneを予約した後、実データを順次 Invisi
ble Ｒ zoneに記録してＶＴＳＴＴ　ＶＯＢＳ、ＶＴＳＩ　ＢＵＰを生成し、またＶＴＳＩ
、仮ＶＭＧＩ、ＶＴＳＭ　ＶＯＢＳを生成し、これらに対応するように、管理用情報をメ
モリに記録し、メモリに保持したＲＭＡの情報を更新する。
【００６２】
これによりシステムコントローラ１０は、ＩＮＣ方式により動画を記録する場合には、従
来のＩＮＣ方式による場合と同様にして順次タイトルを記録するようになされている。ま
た未だファイナライズされていない光ディスク２が装填され、この光ディスク２に追記す
る場合には、図３のステップＳＰ２で取得したＲＭＡのデータであって、メモリに保持し
てなるＲＭＡのデータにより、既に記録済のタイトルの末尾より、同様の処理を実行し、
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これにより撮像結果である動画を追記する。
【００６３】
これに対してファイナライズの処理においては、このようにして生成してメモリに保持し
た管理用情報によりＲ zone１のＵＤＦ、ＶＭＧを生成し、リードイン、リードアウトを生
成する。なお未だファイナライズされていない光ディスク２に追記した場合には、既に光
ディスク２に記録済のタイトルについては、図３のステップＳＰ３で取得したＶＴＳＩ、
仮ＶＭＧＩ、ＶＴＳＴＴ　ＶＯＢＳにより、これらタイトルについてのＵＤＦ、ＶＭＧの
データを生成することは、言うまでもない。
【００６４】
これらによりこの光ディスク記録／再生装置１００では、動画のファイルについては、従
来と同様のＩＮＣ方式による処理により、ＤＶＤビデオフォーマットにより記録するよう
になされている。
【００６５】
これに対して静止画を記録する場合、図４（Ｅ）に示すように、メモリに保持したＲＭＡ
の更新により、始めに Invisible Ｒ zoneを予約し、拡張ファイルである静止画のファイル
ＥＦを順次記録する。またこの静止画ファイルＥＦの記録に対応するように、ファイナラ
イズまでの間、一時的に静止画を管理する管理用情報である中間管理情報を順次作成して
内蔵のメモリに保持する。
【００６６】
さらに所望するファイル数だけ静止画ファイルを記録してユーザーにより録画の動作モー
ドが静止画モードから動画モードに切り換えられて動画モードでの録画開始が指示される
と、図４（Ｆ）に示すように、メモリに保持したＲＭＡの更新により、 Invisible Ｒ zone
を閉じ、静止画ファイルに続く領域にＲ zone３を予約する。また、メモリに保持した中間
管理情報を光ディスク２への記録のフォーマットに変換し、図４（Ｇ）に示すように、こ
の中間管理情報をＲ zone３に記録する。
【００６７】
ここで、この中間管理情報は、拡張ファイルの再生に必要な管理用情報であり、拡張ファ
イルの属性を示す拡張子による属性情報、記録位置を示すアドレス情報、ファイルサイズ
の情報、光ディスク２に記録した時間情報等により構成され、図５に示すように、連続し
て記録した拡張ファイルの属性毎にまとめて記録される。すなわち、図５（Ｂ）に示すよ
うに、中間管理情報は、ヘッダーと、属性毎のファイル管理情報ＤＪ、ＤＭ７、ＤＭ４と
により構成される。例えば、図５（Ａ）に示すように、ユーザーの指示によりＪＰＥＧに
よる３つのファイルＦＪ１、ＦＪ２、ＦＪ３を記録した後、続いてＭＰＥＧ７による２つ
のファイルＦＭ７１、ＦＭ７２を記録し、さらに続いてＭＰＥＧ４による２つのファイル
ＦＭ４１、ＦＭ４２を記録した場合、中間管理情報は、ヘッダーの記録によりこれら３種
類のファイルの記録が示され、またこのヘッダーの記録により、続く各ファイル管理情報
ＤＪ、ＤＭ７、ＤＭ４の記録位置が示される。ここで符号ＤＪ、ＤＭ７、ＤＭ４は、それ
ぞれＪＰＥＧ、ＭＰＥＧ７、ＭＰＥＧ４によるファイル管理情報を示す。
【００６８】
属性毎のファイル管理情報ＤＪは、図５（Ｃ）に示すように、各ファイルの管理情報ＤＦ
Ｊ１、ＤＦＪ２、ＤＦＪ３毎に記録され、図５（Ｄ）に示すように、この各ファイルの管
理情報ＤＦＪ１に、対応する拡張ファイルの属性情報、アドレス情報ＡＤＤＲ、サイズの
情報、時間情報等が割り当てられるようになされている。
【００６９】
なお、この実施の形態において、光ディスク記録／再生装置１００は、この拡張ファイル
としてＪＰＥＧによる静止画ファイルが適用されることにより、この光ディスク記録／再
生装置１により記録された光ディスク２においては、このような属性毎のファイル管理情
報については、図５（Ｂ）に示すファイル管理情報ＤＪのみが作成されることになる。
【００７０】
これによりシステムコントローラ１０は、光ディスク２に動画以外のファイルを記録する
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場合でも、ファイルと対応する管理用情報とを組にしてユーザーに記録する。またこのと
き、光ディスク２に記録するファイルが動画のファイルの場合、管理用情報、ファイル、
管理用情報のバックアップ用情報が順次連続するように記録するのに対し、動画以外のフ
ァイルである静止画のファイルを光ディスク２に記録する場合、ファイル、管理用情報を
順次記録し、これによりファイルの属性に応じて、管理用情報の記録フォーマットを切り
換えるようになされている。
【００７１】
システムコントローラ１０は、このようにして中間管理情報仮ＶＭＧＩを記録すると、内
蔵のメモリにこの中間管理情報仮ＶＭＧＩを記録して保持する。またこのようにして中間
管理情報仮ＶＭＧＩを記録した後、再び静止画によるファイルを記録する場合、システム
コントローラ１０は、同様に順次拡張ファイルを記録した後、録画の動作モードが動画モ
ードから静止画モードに切り換えられて静止画モードでの録画開始が指示されると、中間
管理情報仮ＶＭＧＩを記録して、図４（Ｈ）に示すように、Ｚ one、 Invisible Ｒ zoneを
予約し、図４（Ｉ）に示すように、ＶＴＳＴＴ　ＶＯＢＳ、ＶＴＳＩ　ＢＵＰを形成し、
ＶＴＳＩ、仮ＶＭＧＩ、ＶＴＳＭ　ＶＯＢＳを生成し、図４（Ｊ）に示すように、これに
より中間管理情報仮ＶＭＧＩに続いてＶＴＳを生成する。
【００７２】
これらにより光ディスク記録／再生装置１００では、ＤＶＤビデオフォーマットによる動
画によるファイルとともに、ＤＶＤビデオフォーマットによっては定義されていない静止
画によるファイルを管理用情報とともに記録するようになされている。このようにして記
録した光ディスク２については、ＲＭＡによりリアルタイムデータ記録エリアをサーチし
た場合に、ＤＶＤビデオフォーマットのみをサポートする従来の光ディスク装置において
は、ＶＴＳの管理用情報であるＶＴＳＩ、ＶＴＳＴＴ　ＶＯＢＳのみが検出され、何ら定
義されていない静止画等による拡張ファイル、拡張ファイルの中間管理情報については、
何ら有意なファイルとして認識されないことになる。これに対してこの種の拡張ファイル
をサポートする光ディスク装置においては、ＶＴＳの管理用情報に加えて、これら静止画
等による拡張ファイル、拡張ファイルの中間管理情報についても認識されることになる。
【００７３】
これによりシステムコントローラ１０は、従来の光ディスク装置における動画の再生には
何ら影響を与えないようにして、拡張ファイルを記録するようになされている。
【００７４】
かくするにつき、このようにして拡張ファイルを記録してなる光ディスク２をファイナラ
イズするようユーザーにより指示されると、システムコントローラ１０においては、図４
（Ｋ）に示すように、このようにして作成した全てのタイトルの管理用情報（ＶＴＳＩ、
仮ＶＭＧＩ、ＶＴＳＴＴ　ＶＯＢＳ）、全ての拡張ファイルの中間管理情報からＵＤＦの
データを作成して光ディスク２に記録する。また全てのタイトルの管理用情報（ＶＴＳＩ
、仮ＶＭＧＩ、ＶＴＳＴＴ　ＶＯＢＳ）のみからＶＭＧのデータを生成して光ディスク２
に記録する。なお、これらＵＤＦ、ＶＭＧのデータの生成においては、メモリに保持した
中間管理情報等より作成する。またシステムコントローラ１０は、このようにしてＵＤＦ
、ＶＭＧを記録すると、リードイン、リードアウトを作成する。なおこのようなＵＤＦ、
ＶＭＧの記録、リードイン、リードアウトを作成、さらには中間管理情報の記録について
、システムコントローラ１０は、対応するデータのＤＶＤ信号処理部１４への出力により
実行する。
【００７５】
これによりこの実施の形態においては、コンピュータ用の管理用情報であるＵＤＦについ
ては、拡張ファイルについても認識してアクセスできるように、管理用情報を記録するの
に対し、ＤＶＤ再生用の管理用情報であるＶＭＧについては、拡張ファイルに係る情報は
何ら記録しないようになされている。この処理において、システムコントローラ１０は、
図６に示すように、コンピュータによるＵＤＦの再生により、ＤＶＤによるタイトルと同
一階層である別フォルダに、拡張ファイルのみを表示するように、ＵＤＦを作成する。ま
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た図５について上述した中間管理用情報については、ファイル名、記録位置のアドレス情
報等の記述を省略してＵＤＦを作成する。なおタイトルを構成するＶＴＳＩ、仮ＶＭＧＩ
、ＶＴＳＭ　ＶＯＢＳ等のファイルと同様に、各拡張ファイルをアクセス可能にＵＤＦを
作成することは言うまでもない。これによりこの実施の形態においては、コンピュータに
より再生する場合、コンピュータにおける光ディスク２の再生で何ら意味の無い一時的な
中間管理情報のファイルについては、ユーザーに見せないようにし、その分、使い勝手を
向上するようになされている。
【００７６】
これらにより従来のＤＶＤを再生する光ディスク装置においては、ＶＭＧの記録により光
ディスク２に記録された動画ファイルのみを再生する。これに対して、この光ディスク記
録／再生装置１００において、システムコントローラ１０は、図３のステップＳＰ３にお
いて、ＵＤＦ、ＶＭＧのデータを取得し、拡張ファイルについては、ＵＤＦにより各ファ
イルをアクセスするように全体の動作を制御するようになされ、これにより拡張ファイル
についても再生できるようになされている。なお、この図６において、Ｒｏｏｔは、ルー
トディレクトリーであり、ＶＩＤＥＯ　ＴＳは、動画のフォルダであり、ＤＳＣは、拡張
ファイルのフォルダである。またＤＳＣ０００１、ＤＳＣ０００２は、それぞれ拡張ファ
イルである。
【００７７】
図７は、図４について上述した記録処理手順を示すフローチャートである。システムコン
トローラ１０は、この記録処理手順を開始すると、ステップＳＰ１１からステップＳＰ１
２に移り、ユーザーによる記録の指示が動画の記録に係るものか、静止画の記録に係るも
のか、ファイナライズの処理に係るものか判断する。
【００７８】
ここでユーザーによる記録の指示が動画の記録に係るものの場合、システムコントローラ
１０は、ステップＳＰ１２からステップＳＰ１３に移り、ユーザーにより操作部１１のス
タート／ストップボタンによる動画の記録開始が指示されたか否か判断する。ここで否定
結果が得られると、システムコントローラ１０は、ステップＳＰ１３を繰り返すのに対し
、肯定結果が得られると、ステップＳＰ１３からステップＳＰ１４に移り、メモリ上の情
報を参照して前回の記録時の動作モードが動画モードであったか否かを判断する。ここで
否定結果が得られた場合、すなわち、前回の記録時の動作モードが静止画モードであった
場合には、ステップＳＰ１４からステップＳＰ１５に移り、システムコントローラ１０は
、図４について説明したように、静止画ファイルによる拡張ファイルを管理するための中
間管理情報ＴＭＰ＿ＥＸＴＩを記録してから、図４（Ｈ）に示すように、Ｚ one、 Invisib
le Ｒ zoneを予約し、ＶＴＳＴＴ　ＶＯＢＳ、ＶＴＳＩ　ＢＵＰを形成し、ステップＳＰ
１６に移って、ＶＴＳＩ、仮ＶＭＧＩ、ＶＴＳＭ　ＶＯＢＳを生成して、図４（Ｊ）に示
すように、これにより中間管理情報ＴＭＰ＿ＥＸＴＩに続いてＶＴＳ＃２を記録する動画
モードの記録動作を開始する。また、上記ステップＳＰ１４において肯定結果が得られた
場合、すなわち、前回の記録時の動作モードが動画モードであった場合には、ステップＳ
Ｐ１６に移って、先に記録されているＶＴＳとして動画の記録を継続する。
【００７９】
また、ユーザーにより指示が静止画の記録の場合、システムコントローラ１０は、ステッ
プＳＰ１２からステップＳＰ１８に移り、ユーザーにより操作部１１のシャッタボタンに
よる静止画の記録開始が指示されたか否か判断する。ここで否定結果が得られると、シス
テムコントローラ１０は、ステップＳＰ１８を繰り返すのに対し、肯定結果が得られると
、ステップＳＰ１８からステップＳＰ１９に移り、メモリ上の情報を参照して前回の記録
時の動作モードが静止画モードであったか否かを判断する。ここで否定結果が得られた場
合、すなわち、前回の記録時の動作モードが動画モードであった場合には、ステップＳＰ
１９からステップＳＰ２０に移り、図４について説明したように、動画ファイルを管理す
るための中間管理情報仮ＶＭＧＩＩを記録することによりＶＴＳを閉じ、Ｚ one、 Invisib
le Ｒ zoneを予約して、ステップＳＰ２０からステップＳＰ２１に移り、図４（Ｄ）に示
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すように、静止画ファイルによる拡張ファイルを記録する。また、上記ステップＳＰ１９
において肯定結果が得られた場合、すなわち、前回の記録時の動作モードが静止画モード
であった場合には、ステップＳＰ２１に移って、先に記録されている静止画ファイルＥＦ
として静止画の記録を継続する。
【００８０】
これに対してユーザーにより記録の指示がファイナライズの処理に係るものの記録の場合
、システムコントローラ１０は、ステップＳＰ１２からステップＳＰ２２に移り、ユーザ
ーにより記録の開始が指示されたか否か判断する。ここで否定結果が得られると、システ
ムコントローラ１０は、ステップＳＰ２２を繰り返すのに対し、肯定結果が得られると、
ステップＳＰ２２からステップＳＰ２３に移り、図４について説明したように、ファイナ
ライズの処理を実行した後、ステップＳＰ１７に移ってこの処理手順を終了する。
【００８１】
これらにより光ディスク記録／再生装置１００では、ＤＶＤビデオフォーマットによる動
画によるファイルとともに、ＤＶＤビデオフォーマットによっては定義されていない静止
画によるファイルを管理用情報とともに記録するようになされている。このようにして記
録した光ディスク２については、ＲＭＡによりリアルタイムデータ記録エリアをサーチし
た場合に、ＤＶＤビデオフォーマットのみをサポートする従来の光ディスク装置において
は、ＶＴＳの管理用情報であるＶＴＳＩ、ＶＴＳＴＴ　ＶＯＢＳのみが検出され、何ら定
義されていない静止画等による拡張ファイル、拡張ファイルの中間管理情報については、
何ら有意なファイルとして認識されないことになる。これに対してこの種の拡張ファイル
をサポートする光ディスク装置においては、ＶＴＳの管理用情報に加えて、これら静止画
等による拡張ファイル、拡張ファイルの中間管理情報についても認識されることになる。
【００８２】
これに対して図８は、図４について上述した再生処理手順を示すフローチャートである。
システムコントローラ１０は、この再生処理手順を開始すると、ステップＳＰ３１からス
テップＳＰ３２に移り、ユーザーによる再生の指示が動画の記録に係るものか、静止画の
記録に係るものか判断する。
【００８３】
ここでユーザーによる再生の指示が動画の再生に係るものの場合、システムコントローラ
１０は、ステップＳＰ３２からステップＳＰ３３に移り、ユーザーにより再生の開始が指
示されたか否か判断する。ここで否定結果が得られると、システムコントローラ１０は、
ステップＳＰ３３を繰り返すのに対し、肯定結果が得られると、ステップＳＰ３３からス
テップＳＰ３４に移る。ここでシステムコントローラ１０は、メモリに記録して保持した
管理用情報を基準にして、ユーザーにより指示された動画のファイルを再生するように全
体の動作を制御する。
【００８４】
すなわち光ディスク２がファイナライズ処理された光ディスクの場合、メモリに保持した
ＶＭＧのデータにより対応するファイルの記録位置を検出し、この記録位置からの再生を
光ディスク記録／再生装置１００の各部に指示する。これに対して光ディスク２がファイ
ナライズ処理されていない光ディスクの場合、メモリに保持した各タイトルのＶＴＳＩ、
仮ＶＭＧＩ、ＶＴＳＴＴ　ＶＯＢＳにより対応するファイルの記録位置を検出し、この記
録位置からの再生を光ディスク記録／再生装置１００の各部に指示する。
【００８５】
このように再生を指示すると、システムコントローラ１０は、続いてステップＳＰ３５に
移り、ユーザーにより再生の停止が指示されたか否か判断し、ここで否定結果が得られる
と、ステップＳＰ３４に戻る。これによりシステムコントローラ１０は、ステップＳＰ３
４→ステップＳＰ３５→ステップＳＰ３４の処理手順を繰り返し、順次、ユーザーにより
指示された動画のファイルを再生する。これに対してステップＳＰ３５で肯定結果が得ら
れると、再生の動作を終了し、ステップＳＰ３６に移り、この処理手順を終了する。
【００８６】
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これに対してユーザーによる再生の指示が拡張ファイルの再生に係るものの場合、システ
ムコントローラ１０は、ステップＳＰ３２からステップＳＰ３７に移り、ユーザーにより
再生の開始が指示されたか否か判断する。ここで否定結果が得られると、システムコント
ローラ１０は、ステップＳＰ３７を繰り返すのに対し、肯定結果が得られると、ステップ
ＳＰ３７からステップＳＰ３８に移る。
【００８７】
ここでシステムコントローラ１０は、光ディスク２がファイナライズ処理された光ディス
クの場合、メモリに保持したＵＤＦのデータにより対応するファイルの記録位置を検出し
、この記録位置からの再生を光ディスク記録／再生装置１００の各部に指示する。これに
対して光ディスク２がファイナライズ処理されていない光ディスクの場合、メモリに保持
した中間管理情報より対応するファイルの記録位置を検出し、この記録位置からの再生を
光ディスク記録／再生装置１００の各部に指示する。
【００８８】
このように再生を指示すると、システムコントローラ１０は、続いてステップＳＰ３９に
移り、ユーザーにより再生の停止が指示されたか否か判断し、ここで否定結果が得られる
と、ステップＳＰ３８に戻る。これによりシステムコントローラ１０は、ステップＳＰ３
８→ステップＳＰ３９→ステップＳＰ３８の処理手順を繰り返し、順次、ユーザーにより
指示された静止画のファイルを再生する。これに対してステップＳＰ３９で肯定結果が得
られると、再生の動作を終了し、ステップＳＰ３６に移り、この処理手順を終了する。
【００８９】
これらによりこの実施の形態において、システムコントローラ１０は、記録に供するファ
イルの管理用情報を生成する管理用情報生成手段を構成し、またＤＶＤ信号処理部１４、
ランダムアクセスメモリ１５、アナログフロントエンド部１６、モーターアンプ部１８、
光学ヘッド１９、スピンドルモータ２０は、ファイルと、ファイルに対応する管理用情報
とを組にして光ディスク２のユーザーエリアに記録する記録手段を構成するようになされ
ている。またシステムコントローラ１０は、この管理用情報生成手段、記録手段の動作を
制御する制御手段を構成し、さらには圧縮／伸長処理部６、ヘッダー情報処理部７、ＤＶ
Ｄ信号処理部１４、ランダムアクセスメモリ１５、アナログフロントエンド部１６、モー
ターアンプ部１８、光学ヘッド１９、スピンドルモータ２Ｏとともに、このようにファイ
ルとの組により記録された管理用情報に基づいて、光ディスクに記録された各属性のファ
イルを再生する再生手段を構成するようになされている。
【００９０】
以上の構成において、この光ディスク記録／再生装置１００では、電源が立ち上げられた
状態でユーザーにより光ディスクが装填されると、また光ディスクが装填された状態で電
源が立ち上げられると、システムコントローラ１０によるＤＶＤ信号処理部１４、モータ
駆動制御部１８を介したスレッドモータ２１の駆動により、光学ヘッド１９が光ディスク
２の内周側に移動する。さらに光学ヘッド１９により光ディスク２にレーザービームを照
射し、戻り光の光学ヘッド１９による受光結果がアナログフロントエンド部１６、システ
ムコントローラ１０で順次処理され、このシステムコントローラ１０の処理によるＤＶＤ
信号処理部１４、モータ駆動制御部１８を介した光学ヘッド１９の制御により、トラッキ
ング制御、フォーカス制御の処理が実行される。また受光結果のＤＶＤ信号処理部１４に
よる処理により、光ディスク２に記録されたデータが再生される。光ディスク記録／再生
装置１００では、この一連の処理により、光ディスク２の内周側に記録された各種情報が
システムコントローラ１０で取得され、システムコントローラ１０に内蔵のメモリに保持
される。
【００９１】
この光ディスク２がスタンパにより作成された再生専用の光ディスクの場合、さらには光
ディスク２が動画ファイルのみを記録したファイナライズ処理されてなる光ディスクの場
合、この一連の処理により、システムコントローラ１０には、光ディスク２の内周側に記
録されたＤＶＤプレイヤー用の管理用情報であるＶＭＧのデータが取得される。これによ
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り光ディスク記録／再生装置１００では、ユーザーにより光ディスク２の再生が指示され
ると、このＶＭＧのデータに従って、ＤＶＤ信号処理部１４、モータ駆動制御部１８を介
したスピンドルモータ２Ｏの駆動により、ユーザーの所望するタイトルの記録位置まで光
学ヘッド１９がシークし、さらには光学ヘッド１９の受光結果によりトラッキング制御、
フォーカス制御した状態で、光学ヘッド１９の受光結果がＤＶＤ信号処理部１４、ヘッダ
ー情報処理部７、圧縮／伸長処理部６で順次処理されて動画によるビデオデータが再生さ
れる。すなわち受光結果である光ディスク２のピット列に応じて信号レベルが変化する再
生信号がアナログフロントエンド部１６で処理されて再生データが生成され、この再生デ
ータがＤＶＤ信号処理部１４で復号、デインターリーブ、誤り訂正処理される。またこの
誤り訂正処理された再生データがヘッダー情報処理部７に入力され、ここでヘッダーが除
去され、このヘッダーの情報がシステムコントローラ１０に通知される。また続いて圧縮
／伸長処理部６に入力され、多重化処理部１０でビデオデータ及びオーディオデータに分
離され、ビデオデータについては、ビデオ処理部８によりＭＰＥＧによるデータ圧縮が解
かれ、モニタ部１２により表示され、又はビデオ／エンコーダ１３より外部機器に出力さ
れる。これに対してオーディオデータは、オーディオ処理部１１でデータ伸長された後、
モニタ部１２によりモニタに供され、又はビデオ／エンコーダ１３より外部機器に出力さ
れる。
【００９２】
これに対して光ディスク２が記録可能なバージンディスクの場合、光ディスク２の装填時
、電源の立ち上げ時における光ディスク２のアクセスにより、光ディスク２のＲＭＡのデ
ータがシステムコントローラ１０で取得される。光ディスク記録／再生装置１００では、
ユーザーにより動画の撮影モードが選択されると、この光ディスク２がＤＶＤ－Ｒの場合
、システムコントローラ１０において、メモリに保持したＲＭＡの更新により、ＵＤＦ、
ＶＭＧを形成する領域がＲ zone１の予約により確保される。
【００９３】
この状態でユーザーにより録画の開始が指示されると、映像入力部３、オーディオ入力部
５から順次ビデオデータ、オーディオデータが入力され、ビデオデータについてはＭＰＥ
Ｇによるビデオ処理部Ｂでデータ圧縮の処理が実行され、オーディオデータについてはオ
ーディオ処理部１１でデータ圧縮の処理が実行される。さらにこれらデータ圧縮されたビ
デオデータ及びオーディオデータが、多重化処理部１０により多重化処理され、その処理
結果のデータにヘッダ－情報処理部７によりヘッダ－が付加される。さらに続くＤＶＤ信
号処理部１４において、誤り訂正符号が付加された後、インターリーブ処理、符号化処理
され、この処理結果のデータに従って光学ヘッド１９から光ディスク２に照射するレーザ
ービームの光量がアナログフロントエンド部１６により立ち上げられ、これにより光ディ
スク２に順次ピット列が形成されて動画によるビデオデータが順次記録される。
【００９４】
この光ディスク記録／再生装置１００では、ユーザーにより録画の動作モードが動画モー
ドから静止画モードに切り換えられて静止画モードでの録画開始が指示されると、圧縮／
伸長処理部６等における一連の処理がシステムコントローラ１０により停止制御されてビ
デオデータの記録が中止され、続いてこのようにして記録した動画によるファイルの管理
用情報が光ディスクに記録される。すなわち光ディスク記録／再生装置１００では、この
ようにして動画を記録してなる位置情報、ファイルサイズの情報、記録日時等の情報より
システムコントローラ１０により管理用情報が生成され、ビデオデータに続いて記録する
ように、この管理用情報がＤＶＤ信号処理部１４に出力されて光ディスク２に記録され、
これによりＶＴＳＩ　ＢＵＰの領域が形成される。
【００９５】
光ディスク記録／再生装置１００では、これにより動画によるビデオデータが１タイトル
記録される。これらにより光ディスク記録／再生装置１では、動画によるファイルを記録
する場合、ＶＴＳＩによる管理用情報、仮ＶＭＧＩによる管理情報、ＶＴＳＭ　ＶＯＢＳ
による管理用情報、ファイル、ＶＴＳＩ　ＢＵＰによる管理用情報が連続するフォーマッ
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トであるＤＶＤビデオフォーマットにより管理用情報、ファイルが記録される。
【００９６】
光ディスク記録／再生装置１００では、続いてユーザーにより動画の記録が指示された場
合、同様の処理の繰り返しにより順次光ディスク２にタイトルが記録される。またこのよ
うにしてタイトルを順次記録して、未だファイナライズしていない光ディスクが装填され
た場合等にあっては、当初、ＲＭＡのデータとともに、このＲＭＡのデータを参考にした
光ディスク２のスキャンにより、このようにタイトルと組にして記録された管理用情報が
取得されてシステムコントローラ１０のメモリに保持され、この光ディスクのスキャンに
より検出されるタイトルの末尾より続くタイトルが記録される。
【００９７】
光ディスク記録／再生装置１００では、このようにしてタイトルを記録して、ユーザーに
よりファイナライズの処理が指示されると、メモリに記録してなるタイトルと組を形成す
る管理用情報によりＵＤＦ、ＶＭＧのデータが生成され、これらが光ディスク２に確保さ
れた内周側領域に記録され、またリードイン、リードアウトが形成される。これによりこ
の光ディスクにあっては、通常のＤＶＤフォーマットのみに対応するＤＶＤプレイヤーで
再生可能に設定される。
【００９８】
これに対してユーザーにより静止画の記録モードが選択された場合、バージンディスクに
おいては、動画の場合と同様にして、メモリに保持したＲＭＡの更新により、さらにはパ
ディングによりＵＤＦ、ＶＭＧの領域が確保される。また光ディスク記録／再生装置１０
０においては、撮像手段の動作モードが静止画のモードに切り換えられ、圧縮／伸長処理
部６における動作モードがＪＰＥＧによるデータ圧縮の動作モードに切り換えられる。
【００９９】
この状態でユーザーにより静止画の録画開始が指示されると、映像入力部３より入力され
る静止画によるビデオデータが圧縮／伸長処理部６のビデオ処理部８でＪＰＥＧのフォー
マットによりデータ圧縮された後、オーディオ処理部１１より出力されるオーディオデー
タと多重化処理部１０で多重化処理される。これにより光ディスク記録／再生装置１００
では、動画によるビデオデータに代えて、静止画によるビデオデータにより記録に供する
データが生成され、このデータが動画による場合と同様にして順次光ディスク２に記録さ
れる。
【０１００】
光ディスク記録／再生装置１００においては、動画の記録においては、始めにＶＴＳＩ、
仮ＶＭＧＩ、ＶＴＳＭ　ＶＯＢＳの領域を確保して実データを記録するのに対し、この静
止画の記録においては、このような領域を確保することなく静止画による実データを記録
する。またユーザーにより続く静止画の記録が指示されると、同様にして、続く静止画が
光ディスク２に記録される。またこれらの記録の毎に、各ファイルの記録位置等がメモリ
に記録される。
【０１０１】
光ディスク記録／再生装置１００では、このようにして所望するファイル数だけ静止画に
よるファイルを光ディスクに記録してユーザーによる動作モードの切り換え等により静止
画の記録停止が指示されると、メモリに保持した記録位置等による管理用情報がこれら複
数ファイル分、続く領域に、ファイナライズまでの一時的な中間管理情報として記録され
る。これにより光ディスク記録／再生装置１００では、動画以外のファイルを記録する場
合には、ファイル、対応する管理用情報の順となるように、ファイル及び管理用情報が記
録され、記録するファイルの属性によりファイル及び管理用情報の記録フォーマットが切
り換えられる。
【０１０２】
これにより光ディスク記録／再生装置１００では、ＤＶＤビデオフォーマットで定義され
ていない静止画等のファイルについても光ディスク２に記録することができる。またこの
ようにして記録した光ディスク２を通常のＤＶＤビデオフォーマットのみをサポートする
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光ディスク再生装置に装填した場合、装填時等のサーチによりＶＴＳＩ等のＤＶＤビデオ
フォーマットに従って記録した管理用情報が検出され、この管理用情報によりＶＴＳが再
生されることにより、このようにして記録した静止画等のファイル、対応する管理用情報
については、何ら動画の再生に影響を与えないようにすることができる。これによりこの
ようにして記録した光ディスクにおいては、通常のＤＶＤプレイヤーにより動画のファイ
ルを再生することが可能となる。
【０１０３】
これに対してこのような動画以外のファイルをもサポートする光ディスク記録／再生装置
によれば、静止画のファイルについても再生することが可能となる。すなわちこのような
光ディスク２が装填された場合、光ディスク記録／再生装置１００では、当初の光ディス
ク２のサーチにより、ＶＴＳ、ＶＴＳＭ　ＶＯＢＳのデータだけでなく、静止画ファイル
の中間管理用情報についても光ディスク２より再生され、システムコントローラ１０のメ
モリに保持される。
【０１０４】
これにより例えばユーザーの指示により光ディスク２に記録された動画及び静止画のタイ
トル等をユーザーに提供することができる。またユーザーによる再生の指示により、ユー
ザーが動画の再生を指示した場合、ＶＴＳ、ＶＴＳＭ　ＶＯＢＳのデータにより再生専用
の光ディスクについて上述したと同様にして対応する動画ファイルが再生される。
【０１０５】
これに対してユーザーにより静止画ファイルの再生が指示された場合、メモリに保持した
中間管理用情報より対応するファイルの記録位置等が検出され、この検出結果により順次
光ディスク２に記録されたデータが再生されて、動画による再生データと同様の経路によ
り処理される。光ディスク記録／再生装置１００では、この再生データの処理において、
静止画による再生データを処理する場合には、ＪＰＥＧによりデータ圧縮したビデオデー
タをデータ伸長するように、ビデオ処理部８の処理がシステムコントローラ１０により切
り換えられ、これにより静止画によるビデオデータをモニタ部１２により確認し、さらに
はビデオ／オーディオエンコーダ１３より外部機器に出力することが可能となる。
【０１０６】
このような静止画等によるファイルにあっては、一般に、動画によるファイルに比してフ
ァイルサイズが小さいのに対し、光ディスク記録／再生装置１００では、図５に示すよう
に、このような管理用情報である中間管理情報が複数ファイル分まとめて作成されて記録
される。これにより光ディスク記録／再生装置１００では、このような静止画ファイル等
による拡張ファイルを記録するにつき、管理用ファイルの記録による記録領域の減少を低
減することができる。
【０１０７】
またこのように複数ファイル分まとめて記録する場合に、ファイルの属性であるファイル
の種類毎にまとめて記録するようになされ、これによりサーチ処理、ファイナライズにお
ける処理等を簡略化することができるようになされている。
【０１０８】
光ディスク記録／再生装置１００では、これらによりいわゆるバージンディスク、動画の
み記録して未だファイナライズされていない光ディスク、動画及び静止画のファイルを記
録して未だファイナライズされていない光ディスクに対して、動画及び静止画のファイル
がユーザ－の操作により順次記録される。
【０１０９】
これに対してこのようにして動画及び静止画を記録してなる光ディスクについて、ユーザ
ーによりファイナライズが指示されると、光ディスクより取得してメモリに保持した管理
用情報、中間管理情報、動画及び静止画の記録により作成してメモリに保持した管理用情
報、中間管理情報により、コンピュータ用のＵＤＦのデータが作成され、このデータが光
ディスク２に事前に確保された領域に記録される。また動画ファイルの管理用情報だけか
らＤＶＤプレイヤー用のＶＭＧデータが生成され、同様にして光ディスク２に記録される

10

20

30

40

50

(20) JP 3832432 B2 2006.10.11



。
【０１１０】
これにより光ディスク記録／再生装置１００では、光ディスク２の管理用情報記録領域の
うちの、第１の管理用情報記録領域であるＵＤＦ領域に、光ディスク２に記録された全て
のファイルについて、組による管理用情報がまとめて記録されるのに対し、第２の管理用
情報記録領域であるＤＶＤ用のＶＭＧ領域に、光ディスクに記録された特定の属性のファ
イルである動画ファイルについてのみ、組による管理用情報がまとめて記録される。
【０１１１】
これによりこのようにファイナライズされた光ディスクをＤＶＤプレイヤーより再生する
場合、ＤＶＤ用であるＶＭＧ領域を基準にして光ディスク２に記録されたファイルが再生
されることにより、静止画等のファイルの記録については、動画の再生に何ら影響を与え
ることなく、確実にＤＶＤビデオフォーマットによる動画を再生することができる。
【０１１２】
また、このようにファイナライズされた光ディスクをコンピュータにより再生する場合に
は、ＵＤＦがコンピュータのファイル管理システムに対応するファイル管理フォーマット
であり、コンピュータにおいては、図６に示すように、ＵＤＦにより各ファイルを再生す
ることにより、動画のファイルはもとより、静止画等のファイルについても再生して利用
することが可能となる。
【０１１３】
以上の構成によれば、ファイルと組にして記録する管理用情報のフォーマットをファイル
の属性により切り換えることにより、例えば動画以外の静止画等のファイルについても記
録することができる。
【０１１４】
また、このようにして記録した動画以外の管理用情報に基づいて、光ディスクに記録され
た各属性のファイルを再生することにより、動画以外のファイルについても再生して利用
することができる。
【０１１５】
またユーザーによる指示により、第１の管理用情報記録領域に、光ディスクに記録された
全てのファイルについて、組による管理用情報をまとめて記録し、第２の管理用情報記録
領域に、特定の属性のファイルについてのみ、組による管理用情報をまとめて記録するこ
とにより、通常のＤＶＤプレイヤーによっては動画を再生できるようにし、コンピュータ
によっては動画、静止画等の全てのファイルを再生可能とすることができる。
【０１１６】
なお、図７に示したフローチャートに対応するプログラムを情報記録媒体としてのフレキ
シブルディスク又はハードディスク等に記録しておき、これをパーソナルコンピュータ等
を用いて読み出して実行することにより、当該パーソナルコンピュータ等を上記システム
コントローラ１０として動作させることもできる。
【０１１７】
また、上述したようにＤＶＤ－ビデオフォーマットでは、光ディスクに記録できるタイト
ル（ＶＴＳ）の数は、最大９９個という制限がある。そのため、１シーン分のデータを１
ＶＴＳ単位で記録を行なうと、光ディスク１枚に９９シーンまでしか記録できなくなって
しまう。例えば、１シーンを５～６秒で記録したと仮定すると、約８分程度しか一枚のデ
ィスクに記録することができなくなってしまう。
【０１１８】
一方、ＤＶＤ－ビデオフォーマットでは、ＶＴＳに含まれているＶＴＳＴＴ　ＶＯＢＳを
最大９９個の再生単位（以下、チャプター（ＣＨＰ）という。）に分割できることが規定
されている。そこで、１シーン分のデータを１チャプター（ＣＨＰ）単位で記録（以下、
１シーン／１チャプター（ＣＨＰ）記録という。）を行なうと、光ディスク一枚に９９（
ＶＴＳの最大数）×９９（チャプター（ＣＨＰ）の最大数）＝９８０１シーンの記録が可
能となる。
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【０１１９】
また、従来の光ディスク記録／再生装置を用いて、上述した１シーン／１チャプター（Ｃ
ＨＰ）記録を行なうと、チャプター（ＣＨＰ）の数が９９個に達したときに自動的にＶＴ
Ｓを閉じる作業が行なわれてしまう。書換え可能な光ディスクにおいて、このようにＶＴ
Ｓが閉じられてしまうと、ＶＴＳ内の最後（９９番目）のチャプター（ＣＨＰ）の削除が
困難となってしまう。
【０１２０】
そこで、本発明に係る光ディスク記録／再生装置１００では、９９番目のチャプター（Ｃ
ＨＰ）が記録されたときにＶＴＳを閉じる作業を行なわず、次（１００番目）のチャプタ
ー（ＣＨＰ）が記録されるとき（直前）にＶＴＳを閉じる作業を行なうことにより、９９
番目のチャプター（ＣＨＰ）の削除を容易に行えるようにした。以下に、図９に示すフロ
ーチャートを用いて、９９番目のチャプター（ＣＨＰ）を記録した後に、ユーザの指示に
より当該９９番目のチャプター（ＣＨＰ）の削除を行なうときの動作について説明する。
なお、本発明に係る実施例の基本的な動作は、図７に示したフローチャートにしたがうこ
ととし、図７と同一の工程には同一の符号を付し、説明を省略する。
【０１２１】
ステップＳＰ５０において、最後のＶＴＳに記録されているチャプター（ＣＨＰ）の数が
９９個より少ないかどうかを判別する。判別の結果、９９個の場合（ＮＯ）には、最後の
ＶＴＳを閉じ、仮ＶＭＧＩを書き込み（ステップＳＰ５１）、その後ＳＰ１６に移動し動
画記録動作を行う。また、判別の結果、９９個より少ない場合（ＹＥＳ）には、ＳＰ１６
にそのまま移動し、動画記録動作を行う。
【０１２２】
つぎに、図１０に示すフローチャートを用いて、チャプター（ＣＨＰ）を削除する動作に
ついて説明する。
【０１２３】
ステップＳＰ６０において、ユーザからチャプター（ＣＨＰ）の削除の要求があったかど
うかを判断する。ユーザからチャプター（ＣＨＰ）の削除の要求があった場合は、ＳＰ６
１に進む。
【０１２４】
ステップＳＴ６１において、最後のＶＴＳが閉じられているかどうかを判別する。最後の
ＶＴＳが閉じられていると判別した場合には、なにも削除せずに、ＳＰ６３に進み、定常
状態に復帰する。また、最後のＶＴＳが閉じられていないと判別した場合には、ＳＰ６２
に進む。
【０１２５】
ステップＳＰ６２において、最後のチャプター（ＣＨＰ）を削除する。チャプター（ＣＨ
Ｐ）を削除した後は、ＳＰ６３に進みし、定常状態に復帰する。
【０１２６】
このように構成された光ディスク記録／再生装置１００は、ＶＴＳの最後のチャプター（
ＣＨＰ）が記録されたときにＶＴＳを閉じる作業を行なわず、次のチャプター（ＣＨＰ）
が記録されるとき（直前）にＶＴＳを閉じる作業を行なうことにより、ＶＴＳの最後のチ
ャプター（ＣＨＰ）の削除を容易に行なうことができる。
【０１２７】
【発明の効果】
以上のように、本発明によれば、ファイルの属性に応じて、前記ユーザーエリアに対する
前記ファイル及び前記管理用情報の記録フォーマットを切り換え、新たな記録フォーマッ
トによる記録の開始を指示された時点で、以前の記録フォーマットでの管理用情報を光デ
ィスクに記録して、以前の記録フォーマットでの記録ファイルを閉じて、新たな記録フォ
ーマットによる記録を開始する制御を行うことにより、例えばＤＶＤビデオフォーマット
において前記ＶＴＳを連続して記録することにより、シームレス再生が可能になり、動画
以外の静止画等のファイルについても記録することができ、ＶＴＳの領域をできるだけ連
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続させつつ、拡張領域を作ることができるようにしたディスク記録方法、ディスク記録装
置及び光ディスクを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明によりＤＶＤディスク上にＤＶＤビデオフォーマットで記録する場合の基
本的な記録方法を模式的に示す図である。
【図２】本発明を適用した光ディスク記録／再生装置の構成を示すブロック図である。
【図３】上記光ディスク記録／再生装置において電源の立ち上げ時に実行される処理の手
順を示すフローチャートである。
【図４】上記光ディスク記録／再生装置におけるＩＮＣ方式による動画ファイル及び静止
画ファイルの記録処理の説明に供する図である。
【図５】中間管理情報の説明に供する図である。
【図６】光ディスクにおけるディレクトリ構造の説明に供する図表である。
【図７】上記光ディスク記録／再生装置における記録処理の手順を示すフローチャートで
ある。
【図８】上記光ディスク記録／再生装置における再生処理の手順を示すフローチャートで
ある。
【図９】本発明を適用した光ディスク記録／再生装置による９９チャプタを記録した後の
記録処理の手順を示すフローチャートである。
【図１０】本発明を適用した光ディスク記録／再生装置によるＶＴＳ内の最後のチャプタ
ーを削除する手順を示すフローチャートである。
【図１１】ＤＶＤビデオフォーマットの説明に供する図表である。
【図１２】ＩＮＣ方式による記録の説明に供する図表である。
【図１３】ＲＯＷ方式による記録の説明に供する図表である。
【符号の説明】
２　光ディスク、３　映像入力部、５　オーディオ入力部、６　圧縮／伸長処理部、７　
ヘッダー情報処理部、９，１５　ランダムアクセスメモリ、１０　システムコントローラ
、１１　操作部、１２　モニタ部、１３　ビデオ／オーディオエンコーダ、１４　ＤＶＤ
信号処理部、１６　アナログフロントエンド部、１８　モータ駆動制御部、１９　光学ヘ
ッド、２０　スピンドルモータ、２１　スレッドモータ、６１　ビデオ処理部、６２　オ
ーディオ処理部、６３　多重化処理部、１００　光ディスク記録／再生装置
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】
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